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相
続
は
、
人
の
死
亡
ど
い
う
白
呂
然
的
事
実
及
び
失
蹄
宣
告
に
よ
っ
て
開
始
し
、
相
続
開
始
と
同
時
に
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
一
切

の
権
利
義
務
が
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
六
八
一
一
・
八
九
六
条
）
。

し
か
し
、
民
法
八
九
六
条
（
相
続
の
一
般
的
効
果
）
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
た
相
続
財
産
が
、
必
ず
し
も
、
真
正
相
続
人
に
帰
属
し
て
い
る

と
は
限
ら
ず
、
性
々
に
し
て
、
自
己
が
相
続
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
自
己
の
た
め
に
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
で
相
続
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
た
り
、
共
同
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
で
相
続
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
は
、
相
続
人
で
な
い
者
、
例
え

序 六五四三二

相
続
回
復
請
求
権
の
性
質

相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
の
要
件

相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
の
方
法

相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
の
効
果

ま
と
め

序 目
次 相
続
回
復
請
求
権
に
関
す
る
一
考
察

島

仲

憲
生

７
母



こ
の
よ
う
に
、
共
同
相
続
人
が
そ
の
相
続
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
相
続
権
の
な
い
者
が
相
続
財
瀧
を
占
有
し
て
い
る
場
合
に
、

法
律
上
、
真
正
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
財
産
上
の
地
位
を
承
継
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
権
を
侵
害
す
る
者
に
対
し
て
向
己
の

相
続
権
を
主
張
し
て
、
現
に
相
続
財
産
を
承
継
し
、
占
有
し
て
い
る
衣
兄
杣
統
人
ま
た
は
共
同
相
続
人
に
対
し
て
相
続
財
産
の
返
還

を
請
求
し
た
り
、
戸
籍
の
訂
正
。
登
記
・
登
録
の
抹
消
を
請
求
し
、
真
正
相
続
人
と
し
て
の
征
当
な
地
位
を
実
現
す
る
法
的
手
段
が
必
襲
と

な
る
。
そ
の
場
合
、
相
続
回
復
請
求
権
が
表
見
相
続
人
に
よ
っ
て
相
続
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
相
続
財
産
を
回
復
す
る
た
め
、
真
正
相
続

人
が
自
己
の
相
続
権
を
主
張
し
て
相
続
財
産
の
個
々
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
り
、
戸
鰭
を
打
順
し
た
り
、
ま
た
は
、
個

々
の
請
求
権
に
基
づ
く
訴
に
よ
っ
て
回
復
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
実
に
繁
雑
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
括
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
こ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
真
正
相
続
人
の
財
雌
上
の
地
位
を
回
復
し
、
火
現
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
規
定
が
民
法

八
八
四
条
の
相
続
回
復
請
求
権
で
あ
り
、
相
続
回
復
請
求
権
に
基
い
て
相
続
機
の
内
容
の
実
現
を
は
か
る
の
が
、
相
続
回
復
の
訴
え
で
あ
る
。

本
条
の
請
求
権
は
、
古
く
よ
り
存
在
す
る
ロ
１
マ
法
の
相
続
回
復
訴
権
（
勺
の
亘
芹
・
ず
の
『
＆
の
三
・
）
は
、
辿
旅
に
州
す
る
財
葹
の
請
求
樅

（
ぐ
冒
昌
・
国
ご
Ｑ
）
と
し
て
、
所
有
権
の
請
求
権
（
”
の
一
二
口
＆
：
三
・
コ
）
と
同
様
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
発
唯
し
、
ド
イ
ツ
民
法
（
ド
イ
ツ

民
法
第
一
一
○
一
八
条
以
下
）
へ
、
さ
ら
に
、
ス
イ
ス
民
法
（
ス
イ
ス
出
法
第
凡
凡
八
条
以
ド
）
、
及
び
、
イ
タ
リ
ア
乢
法
（
イ
タ
リ
ア
民
法

ば
、
欠
格
者
（
八
九
一
条
）
、
廃
除
さ
れ
た
者
（
八
九
二
条
）
、
放
棄
し
た
者
（
九
一
一
一
九
条
）
等
が
、
外
形
上
、
相
続
人
と
し
て
（
こ
れ
を

表
見
相
続
人
。
暦
称
相
続
人
と
い
う
）
、
故
意
に
、
ま
た
は
、
知
ら
な
い
で
相
続
財
産
を
占
有
し
た
り
、
さ
口
に
、
戸
籍
上
の
誤
り
、
例
え

ば
、
戸
籍
上
実
子
で
は
な
い
の
に
被
相
続
人
の
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
り
、
逆
に
実
子
に
も
か
ふ
わ
ら
ず
、
養
子
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
た
り
、
ま
た
は
、
戸
籍
も
れ
が
あ
る
場
合
等
、
表
見
相
続
人
が
善
意
で
事
実
上
相
続
し
、
真
正
相
続
人
の
相
続
権
を
侵
害
し
て
い
る

こ
と
が
起
ｈ
ご
つ
る
。

８



第
五
一
一
一
一
条
）
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
、
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
紅
・

新
民
法
の
相
続
回
復
請
求
権
の
規
定
は
、
旧
法
の
家
督
相
続
回
復
請
求
権
（
旧
九
六
六
条
）
と
同
一
で
あ
る
。
旧
法
に
お
い
て
は
、
家
督

相
続
と
遺
産
相
続
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
ｈ
め
相
続
回
復
請
求
権
は
、
戸
主
権
を
中
心
に
転
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
法
に
お
い
て
は
、
個

人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
の
原
理
に
立
脚
し
、
均
分
共
同
相
続
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
共
同
相
続
人
間
の
相
続
権
の
侵
害
が

本
条
の
回
復
訴
訟
に
あ
た
る
か
に
つ
き
解
釈
の
相
違
が
あ
り
、
学
説
判
例
は
分
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
民
法
は
、
単
に
相
続
回
復
請
求
権
が
五
ヶ
年
の
消
滅
時
効
に
か
出
る
こ
と
を
規
定
し
た
一
カ
条
に
止
ま
り
、
相
続
回
復
請
求
権

そ
の
も
の
の
内
容
・
性
質
・
要
件
・
効
果
・
消
滅
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
理
論
に
よ
っ
て
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
相
続
回
復
請
求
権
の
性
質
論
を
中
心
に
要
件
・
効
果
に
関
し
て
判
例
学
説
を
ま
と
め
浩
干
の
考
察

を
試
み
る
ｐ
な
お
、
消
滅
に
関
す
る
検
討
は
次
の
機
会
に
行
い
た
い
。

９

相
続
回
復
請
求
権
は
、
前
述
の
如
く
、
真
正
相
続
人
に
よ
っ
て
承
継
取
得
さ
れ
た
「
財
産
上
の
地
位
」
が
表
見
相
続
人
に
よ
り
侵
害
さ
れ

て
い
る
場
合
に
、
真
正
相
続
人
は
自
己
の
相
続
権
を
主
張
し
て
、
相
続
権
の
内
容
を
実
現
、
回
復
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
請
求
権
で
あ
る
。

二
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質

工
川
島
武
宜
「
相
続
回
復
」
穂
積
・
中
川
編
家
族
制
度
全
集
法
律
編
ｖ
三
○
五
頁
以
下
、
山
中
康
雄
「
相
続
回
指
墜
雨
求
権
」
家
族
法
大
系
Ⅵ
’
九
頁
以
下



例
を
整
理
し
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

財
産
上
の
地
位
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
佼
存
を
排
除
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
が
杣
統
川
復
諭
求
椛
で
あ
る
か
ら
、
灯
〈
服
杣
続
人
は
、

藤
一
郎
博
士
は
、
個
別
的
財
産
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
も
出
来
れ
ば
、
当
事
背
の
選
択
に
よ
っ
て
、
杣
統
椛
の
有
無
の
一
般
的
確
定
を
求
め

（１）

て
よ
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
相
続
回
復
耐
求
権
は
、
表
兄
相
続
人
の
地
位
の
排
除
で
は
な
く
、
新
随
怯
の
規
定
す
る
「
杣
続
権
の
侵

（２）

害
」
と
い
う
の
は
、
相
続
開
始
に
よ
っ
て
「
被
相
続
人
の
財
應
上
の
地
位
を
承
継
し
た
法
律
ｆ
の
地
位
」
を
》
砂
味
し
、
伍
嘘
ｍ
さ
れ
る
の
は
、

性
質
論
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
相
続
回
復
請
求
権
を
形
成
権
と
み
る
か
、
請
求
権
と
み
る
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

現
在
相
続
回
復
請
求
権
を
形
成
権
で
あ
る
と
す
る
少
数
者
を
除
き
、
請
求
権
で
あ
る
と
す
る
学
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
第
二
に
、
相
続
回
復

請
求
権
を
請
求
権
と
捉
え
た
場
合
に
、
そ
の
法
的
性
質
に
関
し
、
学
説
は
以
下
に
分
れ
て
い
る
。
Ｈ
、
個
別
的
請
求
権
の
集
合
か
（
集
合
権

利
説
）
、
ロ
、
個
別
的
請
求
権
と
は
、
別
個
独
立
の
請
求
権
か
（
独
立
権
利
説
）
、
。
、
相
続
回
復
請
求
樵
を
認
め
た
趣
旨
か
ら
、
相
続
権

の
内
容
の
実
現
を
目
的
と
す
る
特
別
の
権
利
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
相
続
回
復
請
求
権
は
、
｜
身
専
属
権
か
否
か
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
現
行
法
上
、
相
続
回
復
請
求
権
は
、
常
に
相
続
財
産
の
返
還
と
い
う
内
容
を
も
つ
の
で
、
相
続
に
よ
っ
て

取
得
し
た
「
財
産
上
の
地
位
」
の
回
復
を
請
求
す
る
請
求
権
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
兄
相
続
人
に
対
す
る
請
求
権
で
あ
る
と

す
る
学
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
相
続
回
復
請
求
権
は
、
相
続
権
の
存
否
も
請
求
の
前
提
と
な
る
か
ら
相
続
権
に
堆
く
給
付
術
求
が
本
質
で
あ

る
と
解
し
て
い
る
。
故
に
、
請
求
権
説
に
よ
れ
ば
相
続
人
た
る
資
格
の
有
無
を
確
定
す
る
意
義
が
な
い
か
ら
、
相
続
財
滝
中
の
特
定
の
相
続

回
復
請
求
権
に
お
い
て
勝
訴
し
て
も
、
他
の
財
朧
請
求
で
は
敗
訴
と
な
り
、
法
律
関
係
が
一
眉
複
雑
に
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
加

し
か
し
、
前
述
の
如
く
民
法
第
八
八
四
条
は
、
単
に
消
滅
時
効
に
関
し
て
規
定
し
て
あ
る
た
め
、
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
全
て
理
論

に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質
に
関
し
て
、
問
題
点
を
列
挙
し
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
学
説
、
判

1０



と
が
で
き
る
点
、
ま
た
は
、
包
括
的
に
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
点
に
意
義
が
あ
る
と
す
る
。

（５）

相
続
権
の
内
容
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
者
に
対
し
て
、
相
続
権
を
主
張
し
て
相
続
権
の
内
容
の
奨
現
を
目
的
と
す
る
特
別
な
請
求
権
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
、
形
成
権
説
を
主
張
す
る
の
は
、
近
藤
英
吉
・
安
川
幹
人
博
士
ら
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
ろ
。

第
二
の
問
題
点
に
関
し
て
は
、
相
続
回
復
請
求
権
を
請
求
権
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
述
の
如
く
、
．
》
一
点
に
学
説
・
判
例
が
分

か
れ
て
い
る
。
相
続
回
復
請
求
権
に
つ
い
て
、
第
一
の
問
題
点
を
比
較
し
て
み
れ
ば
気
付
く
こ
と
だ
が
第
２
の
問
越
点
を
解
釈
す
る
際

の
重
要
な
点
は
、
「
相
続
権
の
侵
害
」
、
つ
ま
り
、
「
相
続
人
の
財
巌
上
の
地
位
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。
相
続
人
の
財
権
Ｌ
Ｌ
の
地
位
は
、

被
相
続
人
の
地
位
と
は
別
個
の
特
殊
な
法
律
関
係
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
「
相
続
人
の
財
魔
上
の
地
位
の
侵
害
」
と
は
、
特
別
な
意
味
を
も

ち
、
相
続
回
復
請
求
権
と
は
、
相
続
人
の
地
位
を
創
設
す
る
も
の
だ
と
解
さ
れ
、
形
成
権
的
性
質
を
行
す
る
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
れ
に
反
し
、
相
続
人
財
産
上
の
地
位
を
「
被
相
続
人
か
ら
承
継
し
た
財
産
Ｌ
Ｌ
の
地
位
」
と
解
す
る
と
、
相
続
回
復
請
求
権
は
、
相
続
財
産

上
の
諸
々
の
財
産
の
請
求
権
の
集
合
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
相
続
権
の
侵
害
、
つ
ま
り
、
相
続
人
の
財
産
上
の
地
位
に
関
し
て
、
相
続
権
の
侵
害
と
は
、
相
続
人
と
い
う
特
殊
な
地
位
に
認
め

ら
れ
た
物
権
的
請
求
権
、
そ
の
他
の
請
求
権
（
民
法
一
九
三
・
一
九
四
条
）
の
特
殊
の
場
合
に
生
じ
る
と
解
す
れ
ば
、
相
続
回
復
請
求
権
を

（
Ｊ

別
個
独
立
の
請
求
権
と
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
判
例
・
学
説
の
検
討
を
行
う
。

て
お
り
、
個
々
の
財
産
を
明
示
す
る
こ
と
な
く
、
表
見
相
続
人
の
占
有
す
る
財
産
の
全
部
、
ま
た
は
、
一
部
を
一
定
の
割
合
で
返
還
す
る
こ

た
個
々
の
財
産
に
つ
い
て
生
ず
る
多
数
の
請
求
権
の
集
合
で
あ
り
、
便
宜
上
、
一
個
の
訴
と
し
て
包
括
的
に
取
扱
う
こ
と
を
評
す
る
と
解
し

相
続
回
復
請
求
権
に
関
し
判
例
・
多
数
説
は
、
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
財
産
上
の
地
位
を
回
復
す
る
請
求
権
で
あ
り
、
そ
の
侵
害
さ
れ

１１



判
例
も
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
代
表
的
な
判
例
と
し
て
次
の
二
点
を
挙
げ
る
。

大
審
院
判
例
明
治
四
四
年
七
月
十
日
民
録
一
七
輯
四
六
八
頁
に
お
い
て
、
「
相
続
回
復
ノ
請
求
ト
ハ
相
続
人
が
其
相
続
権
ヲ
侵
害
セ
ラ

レ
タ
ル
場
合
二
裁
判
上
之
ガ
救
済
ヲ
求
ム
ル
ヲ
言
う
。
而
シ
テ
遺
産
相
続
一
一
任
リ
テ
ハ
相
続
財
産
則
チ
遺
産
ヲ
組
成
ス
ル
各
個
ノ
財
産
ハ

遺
産
相
続
権
ノ
内
容
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
之
二
対
シ
テ
侵
害
行
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
相
続
権
ノ
侵
害
ア
リ
ト
言
フ
ベ
ク
、
此
場
合
二
於

テ
遺
産
相
続
人
ハ
自
己
一
一
相
続
権
ア
ル
コ
ト
ヲ
主
張
シ
以
テ
侵
害
行
為
ノ
排
除
ヲ
請
求
シ
因
テ
相
続
ノ
回
復
ヲ
為
シ
、
得
ベ
ン
。
固
ヨ
リ

相
続
財
産
ハ
包
括
的
権
利
義
務
ナ
リ
ト
雄
三
遺
産
ヲ
組
成
ス
ル
個
々
ノ
財
産
ハ
上
述
ノ
如
ク
棚
続
権
ノ
内
容
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
レ
ベ
個

々
ノ
財
朧
二
対
シ
テ
机
続
二
囚
ル
所
有
椎
ノ
取
得
ヲ
川
、
ト
シ
テ
之
ガ
取
民
ヲ
請
求
ス
ル
モ
亦
机
統
椛
ノ
主
張
一
一
外
ナ
ラ
ザ
レ
パ
之
ヲ
以

テ
相
続
回
復
ノ
請
求
ナ
リ
ト
ス
ル
ニ
妨
ゲ
ア
ル
ナ
ク
、
抽
象
的
二
相
続
回
復
ノ
請
求
ト
一
一
一
一
ロ
フ
モ
将
タ
ヌ
具
体
的
一
一
個
々
ノ
財
産
二
対
ス
ル

請
求
ト
言
フ
モ
筍
モ
相
続
椛
一
一
雄
キ
之
ガ
粧
張
ヲ
為
ス
以
上
ハ
彼
是
区
別
ス
ル
調
ハ
レ
ァ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
斯
ノ
如
々
遺
斥
相
続
人
ガ
向
己

ノ
惟
利
二
蛾
キ
個
々
ノ
財
旅
一
一
脚
シ
テ
杣
統
ノ
仙
復
ヲ
硝
求
ス
ル
ニ
閂
リ
テ
ハ
必
ズ
シ
モ
杣
統
仙
復
ナ
ル
訴
潴
に
因
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ

ノ
ー
ー
ア
ラ
ズ
。
相
続
財
床
ノ
引
渡
隣
ク
ハ
相
続
登
紀
ノ
抹
消
其
他
如
何
ナ
ル
満
目
ニ
ョ
ル
ト
モ
筍
モ
、
己
二
相
続
権
ア
ル
コ
ト
ヲ
主
張
シ

他
人
ノ
不
法
相
続
ヲ
排
除
シ
机
続
椎
ノ
内
容
ヲ
、
己
一
一
回
復
セ
ン
コ
ト
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ナ
ラ
シ
メ
バ
相
続
仙
復
ノ
訴
ト
シ
テ
有
効
ナ
リ
ト

謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ザ
ル
垣
と
判
示
す
る
。

次
に
、
大
審
院
判
例
大
正
八
年
一
一
一
周
一
八
日
睡
録
一
一
㎡
巻
四
四
一
頁
に
お
い
て
、
「
相
続
回
復
ノ
摘
求
権
ハ
、
机
続
人
ア
ラ
ザ
ル
荷
ガ
向
う

相
続
人
ナ
リ
ト
倦
称
シ
、
正
埼
相
続
人
ノ
相
続
人
ダ
ル
地
位
、
即
チ
、
相
続
開
始
後
ノ
相
続
樵
ヲ
輪
上
、
枳
続
ノ
目
的
ダ
ル
場
合
一
一
於
一
ァ
、

正
当
相
続
人
ガ
其
者
二
対
シ
ｎ
リ
ノ
机
統
タ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
シ
、
因
テ
侵
害
シ
タ
ル
地
位
ノ
皿
煙
ヲ
諭
求
ス
ル
椎
利
ヲ
一
一
、
フ
モ
ノ
ト
：
：

遺
産
相
続
ノ
場
合
―
―
在
リ
テ
モ
其
杣
統
回
復
ノ
術
求
ハ
、
遺
斥
相
続
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
拒
張
シ
テ
杣
統
財
旅
ノ
皿
復
ヲ
水
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
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相
続
財
産
中
ニ
ハ
、
或
ハ
、
債
権
ア
リ
、
或
ハ
、
物
樵
ア
リ
、
或
ハ
其
ノ
他
ノ
財
雁
椛
ア
ル
ベ
シ
ト
雛
モ
、
此
等
ノ
権
利
ハ
必
ズ
シ
モ
個

々
一
一
行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
シ
：
：
：
其
ノ
茄
求
ノ
訴
舩
二
於
テ
ハ
、
訴
訟
ノ
側
的
ト
シ
テ
、
辿
箙
机
統
ノ
目
的
ダ
ル
財
産

（６）

ヲ
必
ズ
シ
モ
｜
々
列
挙
ス
ル
コ
ト
ヲ
婆
セ
ズ
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。

即
ち
、
判
例
は
、
相
続
回
復
請
求
権
と
は
、
典
化
相
続
人
が
斐
兄
相
続
人
に
対
し
て
、
個
別
的
に
、
ま
た
は
、
包
括
的
に
杣
統
財
瀧
に
対

す
る
侵
害
の
排
除
を
請
求
す
る
権
利
で
あ
り
、
個
別
的
請
求
樵
と
は
、
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
の
州
画
を
行
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、

ま
た
、
必
ず
、
相
続
回
復
の
訴
名
を
川
い
る
こ
と
川
せ
ず
と
す
る
。
学
説
に
お
い
て
も
、
判
例
を
峠
又
櫛
し
机
続
仙
復
請
求
椎
を
個
別
的
請
求

権
の
集
合
と
す
る
見
解
を
採
用
す
る
人
が
多
い
。
集
合
権
利
説
を
主
張
す
る
中
川
博
之
助
博
ｔ
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
「
相
続
権
、
そ
れ
は

。
ｏ
ｏ
。
。
Ｃ
Ｏ

所
有
権
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
、
そ
の
相
続
帰
属
が
妨
げ
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
伐
嘘
凹
肯
に
対
し
、
包
柄
的
に
杣
続
効
Ⅲ
米
の
回
復
を
求
め
る

７
）

た
め
に
煙
か
＆
る
相
続
人
の
地
位
を
相
続
権
と
い
う
包
括
的
権
利
と
し
て
構
成
す
る
の
が
使
向
で
あ
る
〕
と
述
べ
る
。
同
様
な
見
解
を

採
用
す
る
学
者
と
し
て
、
永
田
菊
四
郎
博
士
、
於
保
不
一
一
雄
博
士
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
述
べ
た
判
例
、
学
説
の
主
張
す
る
集
合
権
利
説
に
対
し
て
、
有
力
な
反
対
説
と
し
て
別
個
独
立
の
諭
求
権
説
が
あ
る
。
独
立
請
求
権

採
用
の
理
由
と
し
て
、
川
島
武
盲
博
士
は
、
「
相
続
回
復
請
求
権
は
、
個
々
の
客
体
に
つ
い
て
の
物
と
請
求
権
と
は
、
別
個
の
基
礎
に
基
く

も
の
で
あ
る
。
相
続
回
復
請
求
権
の
基
礎
は
、
相
続
権
で
あ
り
、
相
続
権
は
、
権
利
承
継
原
因
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
相
続
権
の
存
在
は
、

必
ず
し
も
、
個
々
の
財
産
に
対
す
る
所
有
権
等
の
権
利
が
相
続
人
に
帰
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
同
一
で
は
な
い
。
相
続
回
復
請
求
権
で
主
張

（８）

さ
れ
る
の
は
、
相
続
人
が
相
続
財
産
の
承
継
者
と
な
っ
た
と
い
う
「
法
的
地
位
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
相
続
回
復
請
求
権
は
物
権
的

す
）

請
求
権
で
は
な
く
、
民
法
一
九
三
・
’
九
四
未
の
回
復
請
求
権
の
よ
う
な
一
極
の
特
別
の
請
求
権
と
認
め
る
ほ
か
は
な
い
。
」
と
説
明
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
有
泉
亨
博
士
は
、
「
相
続
開
始
に
よ
っ
て
、
真
正
相
続
人
に
相
続
財
産
を
移
転
す
る
が
、
そ
れ
は
通
常
の
財
産
権
の
移
転
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と
異
な
り
、
き
わ
め
て
包
括
的
、
観
念
的
な
移
転
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
現
実
の
支
配
、
す
な
わ
ち
、
占
有
の
移
転
を
伴
わ
な
い
。
ま
た
、

表
見
相
続
人
は
占
有
を
継
続
し
、
外
形
的
に
は
真
正
相
続
人
と
異
な
ら
な
い
。
：
：
か
凶
る
相
続
権
侵
害
の
特
殊
の
た
め
に
、
真
正
相
続
人

が
相
続
権
に
基
づ
い
て
表
見
相
続
人
の
占
有
を
排
除
し
、
相
続
財
産
の
返
還
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
相
続
財
産
に
対

行
）

す
る
事
実
上
の
支
配
権
の
源
泉
、
す
な
わ
ち
相
続
資
格
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
】
と
説
明
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
抽
木
鋒
、
泉
久

雄
、
山
中
康
夫
博
士
ら
が
相
続
回
復
請
求
権
の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
。
即
ち
、
州
続
回
纏
請
求
権
は
、
被
相
続
人
の
相
続
財
産
の
事
実

上
の
支
配
を
、
そ
の
ま
ふ
真
正
相
続
人
に
回
復
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
表
見
相
続
人
と
虻
へ
疋
相
続
人
は
、
渡
相
続
人
の
椛
限
を
前
提
と

し
て
相
続
資
格
を
争
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
別
的
請
求
権
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
両
学
説
に
つ
い
て
学
説
、
判
例
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、
相
続
回
復
請
求
権
に
つ
き
川
脱
は
、
杣
続
財
巌
の
内
容
を
な
す
の
は
、

物
権
、
債
権
、
蝿
々
の
請
求
権
が
包
括
さ
れ
て
い
る
の
を
便
宜
上
、
一
個
の
訴
と
す
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
解
す
る
と
、
必
ず
し

も
、
民
法
八
八
四
条
を
適
用
し
て
相
続
回
復
を
し
な
く
て
も
、
所
有
物
返
還
請
求
権
Ⅱ
物
権
的
清
求
権
に
よ
っ
て
解
決
す
れ
ば
よ
く
、
現
行

規
定
の
適
用
を
排
除
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
所
有
物
返
還
請
求
権
Ⅱ
物
権
的
術
求
権
を
認
め
る
と
、
｜
川
有
権
は
消
滅
す
る

こ
と
な
く
請
求
権
は
存
続
し
、
い
つ
ま
で
公
も
相
続
に
よ
る
正
当
な
解
決
が
な
さ
れ
ず
、
権
利
安
定
、
第
二
一
者
保
繼
が
な
さ
れ
な
く
な
る
。

従
っ
て
、
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質
を
個
別
的
請
求
権
の
集
合
だ
と
す
る
祝
は
、
制
度
的
蠅
川
か
ら
、
必
ず
し
も
納
得
の
ゆ
く
論
蝿
で

な
い
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各
権
利
の
間
に
請
求
権
の
競
合
は
な
く
法
条
競
合
だ
と
祝
明
す
る
。
別
個
独
立
の
捕
求
権
だ
と
す

る
説
は
、
前
述
の
点
に
関
し
て
、
相
続
権
を
別
個
独
立
の
権
利
で
あ
る
と
し
て
摘
求
権
の
競
合
を
認
め
て
い
る
。

次
に
、
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質
を
特
別
な
権
利
で
あ
る
と
す
る
税
は
、
相
続
回
復
請
求
権
の
規
定
す
る
「
相
続
権
の
侵
害
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
野
田
孝
明
博
士
は
、
「
相
続
開
始
前
の
杣
続
権
は
、
杣
続
が
開
始
し
た
な
ら
ば
相
続
し
得
る
法
律
上
の
地
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以
上
、
三
つ
の
学
説
の
中
で
鎧
も
妥
当
な
解
釈
は
、
野
田
孝
明
博
士
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
杣
続
皿
復
砧
求
権
を
規
定
し
た
趣
旨
か
ら
相

続
権
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に
耐
め
ら
れ
尤
特
別
の
権
利
と
解
し
、
相
続
回
復
の
訴
を
認
め
る
方
が
よ
り
制
峻
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
野
田
孝
明
博
士
も
主
張
す
る
通
り
、
相
続
回
復
請
求
権
を
特
別
な
権
利
と
解
し
、
相
続
回
復
の
訴
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の

内
容
は
、
相
続
権
の
確
認
、
各
種
財
産
の
引
渡
、
戸
籍
の
訂
正
、
登
記
、
登
録
の
抹
消
等
を
一
括
し
て
、
ま
た
は
、
包
括
的
に
請
求
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
相
続
権
確
認
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
、
前
述
の
如
く
、
相
続
権
の
侵
害
と
は
、
「
被
相
続
人
の
財
産
上
の
地
位
を

承
継
し
た
法
律
上
の
地
位
」
と
解
す
る
と
、
財
産
上
の
地
位
は
、
表
見
相
続
人
に
よ
っ
て
事
実
上
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
法
律
上
の

位
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
相
続
権
の
侵
褥
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
杣
続
開
胎
後
の
杣
統
椛
は
、
机
統
の
洲
胎
に
よ
っ
て

被
相
続
人
の
財
産
上
の
地
位
を
承
継
し
た
法
椛
ｔ
の
地
位
で
あ
る
か
ら
、
法
律
化
の
地
位
そ
の
も
の
は
、
世
Ｗ
さ
れ
な
い
が
、
承
継
し
た
財

産
上
の
地
位
は
、
相
続
人
以
外
の
者
に
よ
っ
て
張
突
上
役
害
し
得
る
。
法
律
は
こ
れ
を
杣
統
椛
の
伐
将
と
い
う
。
こ
の
佼
客
を
排
除
す
る
た

め
に
認
め
ら
れ
た
権
利
が
相
続
Ｍ
復
請
求
権
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
奥
脈
の
相
続
人
が
、
そ
の
州
統
椎
の
内
秤
の
災
現
す
る
こ
と
を
妨
げ
て

い
る
者
に
対
し
、
相
続
権
を
主
張
し
て
、
そ
の
妨
害
を
排
除
し
、
現
兆
に
相
続
樅
の
内
容
を
災
呪
す
る
こ
と
を
、
的
と
す
る
請
求
樅
で
あ
る
。

真
正
の
相
続
人
は
、
相
続
権
な
き
に
か
き
わ
ら
ず
、
机
続
権
あ
る
も
の
と
し
て
、
机
続
人
た
る
の
地
位
を
ｈ
め
て
い
る
行
に
対
し
、
ｎ
己
に

相
続
権
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
侵
害
を
排
除
し
て
、
現
実
に
相
続
権
の
内
容
を
火
現
す
る
た
め
、
杣
統
樅
の
確
認
、
各
椰
財
厳
の
引
渡
、

戸
籍
の
訂
正
、
登
記
、
登
録
の
抹
消
等
を
Ⅲ
別
的
に
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
こ
れ
等
を
一
折
し
て
、
巴
折
的
に
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
故
に
相
続
回
復
請
求
桃
は
、
相
続
権
そ
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
相
続
権
の
川
復
を
柵
求
す
る
椛
利
で
も
な
い
。
ま
た
、
胴
々
の
財

産
権
の
侵
害
の
排
除
を
目
的
と
す
る
物
上
摘
求
権
で
も
な
い
。
相
続
権
の
世
秤
を
俳
除
し
、
机
続
怖
の
内
容
を
火
現
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ

允
忰
肌
か
偽
称
で
あ
狐
・
」
と
説
明
す
る
。
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す
べ
き
相
続
分
の
回
復
を
請
求
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
相
続
回
復
請
求
た
る
を
失
わ
な
い
。
こ
の
場
合
の
請
求
は
、
既
に
な
さ
れ
た
遺
産
分

行
）

割
を
廃
し
て
、
新
ら
た
に
相
続
人
全
員
で
分
割
協
議
し
、
回
復
を
請
求
す
る
相
続
人
に
も
相
続
分
相
閏
を
引
渡
せ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」

地
位
は
、
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自
己
に
相
続
権
が
あ
る
と
い
う
、
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
か
ら
承
継
し
た
法
律
上
の
地
位
を
確
認
す

る
訴
が
可
能
に
な
る
。
相
続
の
回
復
請
求
が
一
種
の
身
分
権
に
基
く
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
相
続
権
の
確
認
の
訴
が
認
め
ら
れ
る
と
、

そ
の
確
認
に
基
い
て
そ
の
他
の
財
産
の
引
渡
請
求
、
ま
た
は
、
戸
籍
の
訂
正
、
登
記
、
登
録
の
抹
消
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
別

的
請
求
権
の
集
合
、
及
び
、
別
個
独
立
の
請
求
の
請
求
権
と
す
る
と
給
付
の
訴
の
み
し
か
提
起
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
に
特
別
の
権
利
と
解

す
る
実
益
が
あ
る
。
そ
の
上
、
相
続
回
復
請
求
権
を
特
別
の
権
利
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
各
櫨
財
産
の
引
渡
と
い
う
給
付
の
訴
も
提
起
し
う

る
。
さ
ら
に
、
他
人
の
子
が
戸
籍
に
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
及
び
、
欠
格
者
、
廃
除
さ
れ
た
者
、
放
棄
し
た
者
に
対
し
て

も
相
続
回
復
の
訴
を
提
起
で
き
る
し
、
登
記
・
登
録
の
抹
消
等
の
訴
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
相
続
権
侵
害
」
を
解
釈
す
る
際
、
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
相
続
権
の
伎
害
が
あ
っ
た

と
み
る
べ
き
か
、
さ
ら
に
、
相
続
回
復
の
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
共
同
相
続
人
中
の
一
部
の
者
を

除
外
し
て
相
続
財
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
数
人
の
者
を
除
外
し
て
一
人
で
相
続
財
産
を
占
有
し
て
い
る
場
合
等
で
あ
る
。
相

続
財
産
は
、
共
同
相
続
人
間
の
遺
産
共
有
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
各
相
続
人
は
、
遺
産
分
割
及
び
、
再
分
割
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
共
同
相
続
人
間
に
相
続
権
侵
塀
あ
る
と
し
、
相
続
回
復
の
訴
を
提
起
で
き
る
か
ど
う
か
の
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
相
続
回
復
請
求
と
遺
産
分
割
請
求
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
数
説
は
、
相
続
回
復
請
求
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
中
川
涛
之

助
博
士
は
、
「
例
え
ば
一
一
一
人
の
共
同
相
続
人
の
あ
る
場
合
、
そ
の
一
人
を
除
外
し
て
、
他
の
二
人
だ
け
で
全
遺
朧
を
占
有
し
て
い
た
ら
、
こ

の
二
人
は
や
は
り
他
の
一
人
の
正
当
な
相
続
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
一
人
が
、
他
の
一
一
人
を
相
手
に
、
己
れ
に
帰
属

１６



解
決
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
遺
産
分
割
前
に
お
い
て
は
、
遺
産
を
実
際
に
管
理
占
有
し
て
い
る
場
合
の
み
、
相
続
回
復
請
求
が

一
辺

問
題
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
と
説
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
相
続
回
復
請
求
権
は
、
全
く
郷
権
利
者
で
あ
る
表
兇
相
続
人
と
の
関
係
を
対
象
と
し
て
お
り
、
共
同
相
続
人

間
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
者
え
方
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
泉
久
雄
博
士
は
、
「
ま
ず
、
遺
産
分
割
以
而
、
つ
ま
り
泣
産
共
有

が
継
続
し
て
い
る
間
は
、
真
正
相
続
人
間
に
お
い
て
相
続
回
似
は
問
越
と
な
ら
な
い
と
し
て
お
こ
う
。
典
脈
机
続
人
の
一
人
を
除
外
し
て
、

遺
産
の
管
瑚
が
継
続
し
て
い
る
と
し
て
も
（
た
と
え
ば
、
相
続
不
動
産
に
つ
い
て
被
相
続
人
名
義
の
ま
公
で
、
占
有
使
用
さ
れ
て
い
る
と
し

て
も
）
真
正
相
続
人
は
、
遺
産
管
理
へ
の
参
加
、
或
は
遺
産
分
請
求
の
方
法
に
よ
っ
て
、
、
己
の
相
続
権
の
内
容
を
実
現
す
れ
ば
よ
い
。
こ

の
場
合
、
理
論
的
に
は
、
｜
且
相
続
開
始
の
時
点
に
ひ
き
も
ど
し
、
収
益
費
や
管
理
費
の
計
算
を
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
、

遺
産
の
確
定
↓
遺
産
の
分
割
と
い
う
過
程
を
通
し
て
処
利
さ
れ
ｈ
ば
十
分
で
あ
る
。
又
被
相
続
人
の
Ｆ
で
な
い
戸
籍
上
の
子
が
分
割
を
求
め
、

あ
る
い
は
分
割
に
参
加
し
て
い
る
場
合
も
そ
れ
だ
け
で
は
、
相
続
回
復
請
求
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
に
よ
っ
て

人
と
僧
称
し
、
ま
た
は
、
か
れ
が
自
己
の
相
続
分
以
上
の
相
続
分
を
主
張
す
る
場
合
が
含
ま
れ
る
。
：
：
：
杣
統
分
以
化
の
相
続
分
を
主
張

、
）

す
る
共
同
相
続
人
も
、
そ
の
権
利
な
き
相
続
分
に
つ
い
て
僧
称
相
続
人
で
あ
る
。
」
と
説
明
す
る
。

と
説
明
し
、
我
妻
・
有
泉
両
博
士
は
、
二
部
の
真
正
の
相
続
人
を
除
外
し
て
遺
庵
の
分
割
の
場
合
：
：
（
門
略
）
。
咄
分
割
は
無
効
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
真
正
相
続
人
が
全
員
で
協
議
し
て
分
割
を
や
り
な
お
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
や
り
な
お
し
の
結
果
、
あ
る
行
か
特
定
の

財
産
を
割
当
て
ら
れ
た
の
に
、
前
に
そ
の
財
産
を
割
当
て
ら
れ
た
肴
が
こ
れ
を
引
渡
さ
な
け
れ
ば
机
統
凹
復
術
求
権
と
し
て
節
八
八
四
条
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
樋
・
」
と
説
明
、
さ
ら
に
、
山
中
康
夫
博
士
は
、
「
相
続
権
の
否
定
に
は
、
共
同
杣
続
人
の
あ
る
觜
が
蝋
独
相
続

特
別
の
確
利
だ
と
解
す
る
と
、
共
同
相
続
人
の
一
部
、
及
び
、
数
人
に
よ
っ
て
事
実
上
占
有
さ
れ
て
い
る
場
合
、
占
有
す
る
共
同
相
続
人
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は
、
他
の
共
同
相
続
人
の
相
続
権
（
Ⅱ
財
産
上
の
地
位
）
の
侵
害
、
す
な
わ
ち
、
真
正
相
続
人
の
相
続
の
内
容
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
者
に

該
当
し
、
表
見
相
続
人
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
、
共
同
相
続
に
よ
り
除
外
さ
れ
た
相
続
人
は
、
共
同
相
続
人
に
対
し
、
侵
害
さ
れ

て
い
る
相
続
権
の
確
認
、
相
続
財
産
の
引
渡
、
戸
籍
の
訂
正
、
登
託
、
登
録
の
抹
消
等
を
個
別
的
に
請
求
し
た
り
、
｜
括
し
て
包
括
的
に
請

求
で
き
る
。
そ
こ
に
、
相
続
回
復
請
求
権
を
特
別
の
権
利
と
解
す
る
実
益
が
存
す
。

判
例
と
し
て
、
最
高
域
昭
和
五
一
一
一
年
十
一
一
月
一
一
○
日
の
判
決
は
、
共
同
相
続
人
の
一
人
に
よ
る
相
続
権
侵
害
に
対
す
る
他
の
相
続
人
の
廃

除
請
求
と
民
法
八
八
四
条
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
共
同
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
又
は
数
人
が
、
相
続
財
産
の
う
ち
Ｒ
己
の
本
来
の
相
続
持
分

を
こ
え
る
部
分
に
つ
い
て
当
該
部
分
の
表
兇
相
続
人
と
し
て
当
該
部
分
の
真
正
相
続
人
の
相
続
椎
を
否
定
し
、
そ
の
部
分
も
ま
た
自
己
の

相
続
持
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
こ
れ
を
占
有
椅
理
し
、
真
正
共
同
相
続
人
の
相
続
権
を
侵
害
し
て
い
る
場
合
に
つ
き
、
民
法
八
八
四
条
規
定

の
適
用
を
特
に
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
、
相
当
で
あ
躯
・
」
と
判
示
し
た
。
そ
の
蝿
由
は
、
簡
単
に
要
約
す
る
と
、

現
行
八
八
四
条
の
規
疋
は
、
旧
九
九
一
二
条
の
規
定
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
解
さ
れ
、
旧
九
九
二
一
条
は
遺
巌
机
続
人
相
互
間
の
領
い
に
も
適
用

あ
る
と
の
解
釈
の
下
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
法
律
改
正
の
際
も
相
続
人
間
の
争
い
に
つ
い
て
除
外
し
て
な
い
。
そ
れ
に
、
相
続
財
産
は
相
続

開
始
の
時
か
ら
遺
産
共
有
と
な
り
（
比
法
八
九
六
条
。
八
九
八
条
）
、
そ
の
共
有
時
分
は
乢
法
八
九
几
条
に
よ
り
、
名
机
統
人
の
共
同
持
分

に
応
じ
る
か
ら
、
自
己
の
本
来
の
相
続
持
分
以
外
の
部
分
は
他
の
共
同
相
続
人
の
相
続
権
を
否
定
し
て
い
る
以
上
、
共
同
相
続
人
で
な
い
者

が
相
続
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
共
同
相
続
人
の
相
続
財
産
を
占
有
管
翻
し
て
侵
害
し
て
い
る
場
合
と
、
遡
諭
上
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
な
い
し
、

さ
ら
に
、
（
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
当
該
部
分
の
表
兄
相
続
人
と
真
正
相
続
人
と
の
間
の
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
杣
続
権
の
帰
属
に

関
す
る
争
い
を
短
期
間
の
う
ち
に
収
束
す
る
場
部
、
共
同
相
続
人
と
そ
う
で
な
い
肴
と
の
間
に
袖
い
あ
る
場
合
と
比
鮫
し
て
格
別
に
径
庭
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
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次
に
、
共
同
相
続
人
が
そ
の
相
続
持
分
を
こ
え
る
部
分
を
占
有
管
蝿
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
街
が
常
に
、
い
わ
ゆ
る
炎
兄
相
続
人
に
該

当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
「
思
う
に
、
ｎ
ら
相
続
人
で
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
相
続
人
で
あ
る
と
称
し
、
又
は
多
」
の
行
に
Ⅲ
統
権
が

あ
る
と
信
ぜ
わ
る
べ
き
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
出
わ
ら
ず
ｎ
ら
相
続
人
で
あ
る
と
称
し
、
杣
続
財
庵
を
占
有
祷
皿
す

る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
侵
害
し
て
い
る
者
は
、
本
来
、
相
続
回
復
請
求
制
度
が
対
象
と
し
て
言
え
て
い
る
行
に
は
あ
た
ら
な
い
も
の
と
解
す

る
の
が
、
相
続
回
復
を
目
的
と
す
る
制
度
の
本
旨
に
照
ら
し
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
相
続
財
産
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
相
続
に
何
ら
関
係
の
な
い
者
が
相
続
に
か
ふ
わ
り
な
く
相
続
財
産
に
属
す
る
財
産
を
占
有
管
卵
し
て
こ
れ
を
侵
害
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
財
産
が
た
ま
た
ま
相
続
財
産
に
属
す
る
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
本
質
は
一
般
の
財
産
の
侵
害
の
場
合
と
撒
く
な
る

と
こ
ろ
な
く
、
相
続
財
産
回
復
と
い
う
特
別
の
制
度
を
認
め
る
べ
き
理
由
は
全
く
存
在
せ
ず
、
法
律
上
、
一
般
の
侵
害
財
産
の
回
復
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
侵
害
者
は
、
表
見
相
続
人
と
い
う
に
あ
た
ら
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
：

（
省
略
）
：
：
：
こ
れ
を
共
同
相
続
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
共
同
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
苦
し
く
は
数
人
が
、
他
に
共
同
相
続
人
が
い

る
こ
と
、
ひ
い
て
は
相
続
財
産
の
う
ち
そ
の
一
人
若
し
く
は
数
人
の
本
来
の
持
分
を
こ
え
る
部
分
が
他
の
共
同
相
続
人
の
持
分
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
そ
の
部
分
も
ま
た
自
己
の
部
分
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
称
し
、
又
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
そ
の
者
に
相
続

に
よ
る
持
分
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
べ
き
合
理
的
事
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
き
わ
ら
ず
そ
の
部
分
も
ま
た
自
己
の
持
分
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
と
称
し
、
こ
れ
を
占
有
管
理
し
て
い
る
場
合
は
、
も
と
も
と
相
続
回
復
請
求
制
度
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
た

ら
ず
：
：
省
略
：
：
共
同
相
続
人
の
う
ち
の
一
人
又
は
数
人
が
、
相
続
財
産
の
う
ち
自
己
の
本
来
の
相
続
持
分
を
こ
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

当
該
部
分
の
表
見
相
続
人
と
し
て
当
該
部
分
の
真
正
共
同
相
続
人
の
相
続
権
を
否
定
し
、
そ
の
部
分
も
ま
た
自
己
の
相
続
持
分
で
あ
る
と
主

張
し
て
こ
れ
を
占
有
管
理
し
、
真
正
共
同
相
続
人
の
相
続
権
を
侵
害
し
て
い
る
場
合
に
つ
き
、
民
法
八
八
四
条
の
規
定
の
適
用
を
と
く
に
否
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定
す
べ
き
理
由
は
な
い
も
の
と
解
す
る
が
相
当
で
あ
る
が
、
｜
般
に
各
共
同
相
続
人
は
共
同
相
続
人
の
範
囲
を
知
っ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ

る
か
ら
、
共
同
相
続
人
相
互
間
に
お
け
る
相
続
財
産
に
関
す
る
争
い
が
相
続
回
復
請
求
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ

⑪
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
判
示
す
る
。
そ
の
他
、
共
同
共
同
相
続
人
間
に
机
続
Ｍ
復
請
求
権
の
適
用
あ
る
か
否
に
つ

⑬
⑪

き
下
級
審
判
例
は
、
適
用
肯
定
説
を
採
用
す
る
も
の
と
適
用
否
定
説
が
在
る
。

も
っ
と
も
本
判
決
は
、
九
人
の
多
数
意
見
、
お
よ
び
、
補
足
意
見
と
六
人
の
少
数
意
兇
の
間
に
は
、
理
論
的
な
対
立
が
み
ら
れ
る
。
本
判

例
は
、
相
続
回
復
請
求
権
が
真
正
相
続
人
か
ら
表
兇
相
続
人
に
対
し
て
行
使
さ
れ
、
そ
の
際
共
同
相
続
人
間
相
互
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず

〈、）

適
用
を
認
め
て
い
る
が
、
た
だ
、
悪
意
・
有
過
失
の
表
見
相
続
人
に
対
す
る
関
係
で
は
、
民
法
八
八
四
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。
共
同

相
続
人
が
表
見
相
続
人
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
行
使
の
要
件
の
中
で
検
討
す
る
。

次
に
、
第
三
の
問
題
点
と
し
て
相
続
回
復
請
求
権
が
一
身
専
属
権
か
否
か
に
関
し
て
は
、
判
例
。
学
説
と
も
一
身
Ⅳ
属
権
で
あ
る
と
す
。

一
身
専
属
権
は
帰
属
上
の
一
身
専
属
権
と
行
使
上
の
一
身
専
属
権
に
分
れ
る
が
、
判
例
は
、
親
族
、
そ
の
他
何
人
で
あ
っ
て
も
、
相
族
人
で

万
）

な
い
者
は
、
そ
の
請
求
が
で
き
な
い
と
し
、
大
審
院
大
正
七
年
四
月
九
日
の
判
決
で
は
、
「
相
続
凶
復
硝
求
椛
ハ
、
家
督
机
続
ト
遺
産
相
続

ト
ヲ
問
ハ
ズ
、
相
続
人
ノ
一
身
二
専
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
相
続
権
ノ
性
質
及
ビ
民
法
九
六
レ
ハ
条
、
第
九
几
三
条
ノ
規
定
一
一
徴
シ
明

日
ナ
レ
バ
、
相
続
権
ヲ
侵
害
セ
ラ
レ
タ
ル
相
続
人
ガ
相
続
回
復
ノ
請
求
権
ヲ
行
使
セ
ズ
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
其
鏑
求
権
ハ
刑
然
消

滅
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
相
続
人
ノ
相
続
人
二
於
テ
之
ヲ
承
継
ス
ベ
キ
限
二
在
ラ
ズ
。
典
脈
杣
続
人
ノ
杣
統
人
ハ
亦
ｎ
Ｊ
ノ
相
続
樅
ヲ
便

そ
の
相
続
人
は
、
こ
れ
を
承
継
し
な
い
と
し
て
州
属
し
、
及
び
、
行
使
上
も
一
身
専
属
椎
で
あ
る
と
す
。

害
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
机
続
ノ
回
復
ヲ
請
求
シ
得
ベ
シ
ト
雌
モ
、
前
者
ノ
杣
統
川
復
航
求
椛
ヲ
承
継
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
別
Ⅱ
卜

万
）

シ
テ
其
請
求
権
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
郷
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
」
と
判
．
小
し
、
相
続
人
が
机
続
仙
復
摘
求
椛
を
行
使
し
な
い
で
托
亡
し
た
時
は
、

２０



場こ法しと代権
合の四た説のは学
と場二が明相、説
は合三つす続行（土
結に条てる回使、
果はにその復上相
は、よれに請の続
異相る｜ま対求一回
な続代相し権身復
ら人位続ては専論
ずの行人、、属求
、相使の 純権椛
た続も１１W）ｌｌｌ然での
だ人Ｉ１ＪＩ田’１’たは｜|｜
朴１は能上し１１るあ続
続’’１でのＡｌｌ財る’|/|；
人己あ－｜('｝産がを
ののる身上樵、！〔
ｲⅡ相一ｌｊｊｊはで綿正
統統。）i詞、あ属し
lnl権ｌＨＷＩｌ弓リヒ、
復が親でトⅡ、の行
請佼疋も紬い－仙
求冑ＩＩｌｉな’''１か身｜：
椎さ代〈ijl」な厚の
のれ、へ，;I'ｉろ属一
梢た１(ｌｌｌｌｌ水怠権身
滅とｉﾀﾞ１１紬椛味でljji
l1ljしに１１１はでは屈
効ては能、もな桃
のＩｌ１ｌ、でト'’一いて
起俊一あ紬身とあ
算ｉｌＩｉ」L|′ろＭ１１ｊＩいろ
点＊リ｣〔－１/i；属うと
はすＩＩｉ、Ｉ''｜樅ｆ１ｌ１ルド
''１１ベイィ'：7ｔ似でlllす
Ⅱ!}しだ大，i,ｌｉはで・
かとと、ノｋｉＲ、’'１
らししｉｊＷ１ｉいそ１１１
かたてＩ山でかのリド
のが’１１［あらトｌｌと
|川、紬０）り、統助
題かイ<－、当’ＶｌｉＩ〔'１ｉ
が〈能」）純然を｜：
ﾉ|；てとり,（然相｜'ｉは
ずはしllJ1；た続疋、
る、た１７'ｉる性し弓
のト'１もで１１イが、’１１
み統のも川（ああ統

重嘉至ＭｌｉｉＭＩ
ゑｗ(圧菱奉鏡１１

し
か
し
、
相
続
回
復
請
求
権
は
、
前
述
の
如
く
、
杣
続
権
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
杣
統
の
Ⅲ
彼
を
満
求
す
る
椛
利
で
も
な
く
、
ま
た
、

個
々
の
財
産
権
の
侵
害
の
排
除
を
目
的
と
す
る
物
上
請
求
権
で
も
な
く
、
相
続
権
の
但
宵
を
排
除
し
、
杣
続
椛
の
内
容
を
尖
現
す
る
た
め
に

認
め
ら
れ
た
特
別
の
権
利
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
権
利
は
、
真
汪
相
続
人
の
み
与
え
ら
れ
た
椛
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利
を
行
使
す
る

５
－

か
否
か
を
真
正
相
続
人
の
意
思
に
任
せ
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
一
身
専
属
権
で
あ
魂
。

（
Ｕ

不
当
。
」
と
す
。

こ
加
藤
一
郎
「
民
法
滅
習
Ｖ
」
’
八
三
－
四
頁

②
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
一
二
頁

２１



⑳⑫通立⑮⑯⑭⑮⑫⑪⑩⑧Ｚ⑥ここ

③
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
二
一
頁

最
高
裁
判
例
昭
和
五
一
一
一
年
十
一
一
月
一
一
○
日
民
集
一
一
一
一
一
巻
九
号
一
六
七
四
頁

前
掲
㈹
と
同
様
一
六
七
四
頁
以
下

福
島
家
裁
白
河
支
部
審
判
昭
和
一
一
一
七
年
一
○
月
一
一
七
日
家
裁
月
報
一
五
巻
二
号
一
五
一
瓜
、
法
学
セ
ミ
ナ
ー
、
岡
坦
学
「
民
法
Ⅳ
」
一
九
八
頁
引
用

東
京
地
裁
昭
和
一
一
一
九
年
五
月
七
日
下
級
審
判
例
民
集
一
五
巻
五
号
一
一
頁
、
法
学
セ
ミ
ナ
ー
、
岡
畑
一
学
「
民
法
Ⅳ
」
一
九
八
頁
引
用

前
掲
判
例
⑯
同
旨
一
六
七
四
頁
。

泉
久
雄
「
注
釈
民
法
卿
八
八
頁

山
中
康
雄
「
相
続
回
復
」
家
族
法
大
系
三
六
頁

中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
四
○
頁

我
妻
栄
。
有
泉
亭
「
民
法
Ⅳ
」
三
四
五
頁

川
島
武
宜
「
相
続
回
復
」
家
族
制
度
Ｖ
五
一
頁

大
審
院
判
例
明
治
四
四
年
七
月
十
日
民
録
一
七
輯
四
六
八
頁
以
下

大
審
院
判
例
大
正
八
年
一
一
一
月
一
一
八
日
民
録
一
一
五
巻
四
四
一
頁
以
下

中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
三
九
頁

川
島
武
宜
「
相
続
回
復
」
家
族
制
度
Ｖ
一
五
一
頁

有
泉
亭
前
掲
⑧
「
相
続
法
」
四
五
’
六
頁

野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
一
一
一
一
頁

２２



し
か
し
、
相
続
人
が
無
能
力
者
の
場
合
に
は
、
法
定
代
理
人
が
こ
の
権
利
を
行
使
し
う
る
こ
と
当
然
で
あ
る
。

（
Ｊ

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
次
の
二
点
が
問
題
と
な
る
。
第
一
に
、
相
続
人
の
相
続
人
が

相
続
回
復
請
求
権
を
行
使
し
う
る
者
は
、
相
続
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
、
真
正
相
続
人
で
あ
る
。
け
だ
し
、
真
正
相
続
人

は
、
被
相
続
人
の
財
産
上
の
地
位
を
承
継
し
た
法
律
上
の
地
位
が
侵
害
さ
れ
、
相
続
権
の
内
容
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
者
に
対
し
て
、
自
己

の
相
続
権
を
主
張
し
て
侵
害
を
排
除
し
う
る
者
の
み
が
行
使
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
真
正
相
続
人
に
限
ら
れ
る
》
」
と
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

互
大
審
院
判
例
大
正
七
年
一
月
一
一
六
日

⑳
大
審
院
判
例
大
正
七
年
四
月
九
日
民
録
二
巻
六
五
一
一
一
頁

垂
中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
四
十
頁

重
山
中
康
雄
「
相
続
回
復
」
家
族
法
大
系
Ⅵ
三
一
頁

垂
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
一
一
三
頁

Ｂ
請
求
権
者

三
相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
の
要
件

２３



も
あ
る
が
、
学
説
の
大
多
数
は
、
行
使
上
の
一
身
専
属
権
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

第
二
の
点
に
関
し
て
趾
法
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
相
続
開
始
に
よ
っ
て
承
継
し
た
柑
統
財
施
に
つ
き
机
続
人
が
数
人
あ
る
と

き
は
、
相
続
財
産
は
共
有
で
あ
り
、
各
相
続
人
は
、
そ
の
相
続
分
に
応
じ
て
被
相
続
人
の
権
利
義
務
を
承
継
す
る
。
し
か
し
、
共
同
相
続
人

の
一
人
が
分
割
前
に
相
続
分
を
譲
渡
し
た
時
は
、
他
の
共
同
相
続
人
は
桜
渡
し
た
財
朧
の
価
格
及
び
費
用
を
償
還
し
て
譲
り
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
た
（
民
法
第
八
九
」
ハ
。
八
九
八
・
八
九
九
・
九
○
肛
条
）
。
そ
こ
で
此
付
挑
を
脹
張
す
る
挙
行
は
、
相
続
財
朧
の
共
有
は
川

相
続
財
産
全
体
の
共
有
で
は
な
く
、
個
々
の
財
産
の
共
有
で
あ
る
と
解
し
て
、
一
般
比
〈
何
の
規
定
の
適
川
を
認
め
、
第
…
荷
の
椛
利
を
宵
し

な
け
れ
ば
、
請
求
権
者
と
し
て
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
合
付
説
を
莊
脹
す
る
学
汽
は
、
相
続
財
朧
は
杣
統
財
朧
や
体

の
特
別
財
産
の
共
有
、
す
な
わ
ち
、
ゲ
ル
マ
ン
法
に
由
来
す
る
合
有
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
術
求
椎
者
に
な
り
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
杣

続
人
は
財
産
法
上
の
地
位
を
承
継
し
て
い
る
か
ら
、
相
続
人
に
準
じ
て
州
続
側
復
請
求
権
を
行
仙
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。
こ

（４）

れ
ら
の
主
張
に
対
し
、
相
続
財
産
は
共
有
で
あ
る
と
同
時
に
相
続
財
産
を
構
成
す
る
個
々
の
財
雁
の
共
有
で
あ
る
と
解
す
る
特
殊
共
有
説
に

に
よ
る
と
、
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質
を
特
殊
の
請
求
権
に
岐
づ
く
特
別
の
権
利
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
Ｉ
、
杣
続
権
の
内
容
の
促
現

を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
真
正
相
続
人
に
の
み
認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
纒
受
人
は
論
求
権
行
と
は
ば
り
得
な
い
と
解
す
る
。
妥
円
で
あ
る
。

（５）

判
例
は
、
相
症
極
幽
産
の
特
定
承
継
人
は
請
求
権
街
と
な
り
得
な
い
と
す
る
。

第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
相
続
回
復
請
求
権
が
。
身
専
属
権
か
」
に
つ
き
法
的
性
質
の
中
で
検
討
し
て
い
る
の
で
詳
細
な
説
明
は
除
く
。

（２）
す
）

判
例
は
こ
の
点
に
つ
き
、
行
使
上
の
一
身
専
属
権
で
あ
る
と
同
時
に
、
帰
属
上
の
一
身
専
属
権
で
も
あ
る
と
す
る
。
判
例
を
支
持
す
る
学
説

相
続
回
復
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
第
二
に
、
真
正
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
を
譲
り
受
け
た
省
も
請
求
権
者
と
な
り
う
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。



相
続
回
復
請
求
権
は
、
真
正
相
続
人
の
相
続
権
の
内
容
を
妨
げ
、
相
続
人
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
者
に
対
し
て
、
、
己
の
相
続
権
を
主

張
し
て
、
相
続
権
の
内
容
の
実
現
を
は
か
る
特
別
の
権
利
と
解
す
る
と
、
相
手
方
は
、
相
続
人
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
、

表
兇
相
続
人
で
あ
る
。
相
手
方
に
関
し
て
は
、
相
続
回
復
請
求
権
を
相
続
財
産
返
還
請
求
権
で
あ
る
と
解
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

欠
格
者
、
廃
除
さ
れ
た
者
、
放
棄
し
た
者
、
或
い
は
、
他
人
の
子
が
戸
籍
に
嫡
出
子
と
し
て
さ
れ
て
い
る
場
合
、
及
び
、
共
同
相
続
人
中
の

一
人
、
ま
た
は
、
数
人
で
事
実
上
相
続
し
て
い
る
場
合
は
、
相
手
方
と
な
る
。
共
同
相
続
人
間
に
対
す
る
相
手
方
適
格
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
一
一
一
年
十
二
月
二
○
日
大
法
廷
判
決
が
存
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

判
例
に
よ
る
と
、
表
見
相
続
人
の
相
続
人
も
相
手
方
と
な
糎
・
こ
の
場
合
、
表
見
相
続
人
の
法
定
代
理
人
も
無
能
力
者
に
代
っ
て
応
訴
で

き
る
こ
と
当
然
で
あ
り
、
判
例
も
あ
矼
・

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
民
法
総
則
に
規
定
す
る
取
得
時
効
と
の
関
連
性
か
ら
考
察
す
る
と
、
相
続
財
産
の
構
成
内
容
、
つ
ま
り
相
続
財
産
が

動
産
で
あ
る
か
不
動
産
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
見
解
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
善
意
者
保
護
と
取
引
の
安
全
等
と
関
連
し
て

だ
か
ら
、
相
続
回
復
請
求
で
は
な
く
、
故
に
相
手
方
と
は
な
り
得
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
時
効
の
援
用
者
た
る
当
事
者
は
、
直
接
の
受
益
者

（８）
す
）

に
限
る
と
し
て
否
定
的
な
態
度
を
採
用
し
て
い
る
が
、
戦
後
の
下
級
審
判
例
で
は
肯
定
す
る
判
決
も
あ
る
。

行
）

学
説
に
は
、
否
定
・
肯
定
両
説
が
あ
る
。

相
手
方
と
し
て
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
表
見
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
中
の
特
定
財
産
を
承
継
し
た
第
三
取
得
者
は
、
相
手
方
と
な
り
得

Ｑ
つ
る
か
で
あ
る
。
判
例
は
、
第
三
取
得
者
へ
の
返
還
請
求
は
真
正
相
続
人
の
所
有
権
に
基
づ
く
請
求
権
、
そ
の
他
の
個
別
的
請
求
に
よ
る
も
の

口
相
手
方

２５



困
難
な
問
題
で
あ
る
。
思
う
に
民
法
第
八
八
四
条
の
法
的
性
質
か
ら
し
て
、
取
得
時
効
が
完
成
し
て
い
る
な
ら
と
も
か
く
、
相
続
権
を
侵
害

し
、
そ
の
内
容
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
者
に
対
し
て
個
々
の
権
利
侵
害
を
理
由
と
し
て
回
復
の
訴
を
主
張
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

最
後
に
、
共
同
相
続
人
間
の
被
告
適
格
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
述
の
如
く
判
例
は
、
昭
和
五
一
一
一
年
十
二
月
二
○
日
の
大
法
延
判
決
で
、
こ

の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
要
約
す
る
と
、
自
ら
相
続
人
で
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
相
続
人
で
あ
る
と
称
し
、
ま
た
は
そ
の

者
に
相
続
権
が
あ
る
と
信
ぜ
わ
れ
る
べ
き
合
理
的
な
事
由
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
に
も
か
■
わ
ら
ず
自
ら
相
続
人
と
称
し
、
相
続
財
産
を
占

有
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
侵
害
し
て
い
る
者
は
、
本
来
、
相
続
回
復
請
求
制
度
が
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
者
に
あ
た
ら
な
い
と
し
、
こ

れ
ら
の
者
は
自
己
侵
害
行
為
を
正
当
行
為
で
あ
る
か
の
よ
う
に
糊
塗
す
る
た
め
の
口
実
と
し
て
儲
を
椰
続
に
か
り
て
い
る
も
の
、
ま
た
こ
れ

と
同
視
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
実
質
に
お
い
て
は
一
般
の
物
権
侵
害
な
い
し
不
法
行
為
肴
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
相
続
回
復
請
求

制
度
の
埒
外
に
あ
る
者
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
採
用
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
者
に
は
あ
川

た
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
悪
意
。
有
過
失
な
表
兇
相
続
人
を
被
告
適
格
か
ら
排
除
す
る
。
こ
の
判
決
に
対
し
、
前
述
し
た
相
続
回
復
請
求
権

の
法
的
性
質
か
ら
考
察
し
う
る
に
、
真
疋
相
続
人
は
相
続
権
の
内
容
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
肯
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
善

意
・
悪
意
は
問
わ
な
い
と
解
し
、
被
告
適
格
を
有
す
る
と
解
す
る
を
相
当
と
弩
え
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
学
説
上
餉
い
あ
る
が
真
正
相
続
人
は
、
相
続
権
を
侵
害
し
そ
の
内
容
の
突
現
を
妨
げ
て
い
る
行
に
対
し
て
、
ｎ
】

〈
坦

の
相
続
権
を
主
張
し
な
い
で
、
単
に
、
権
利
の
伎
害
を
張
張
し
て
権
利
の
回
復
を
池
叩
求
す
る
の
は
、
机
続
川
從
北
川
求
椛
で
ぱ
い
。
要
件
と
し

ロ
相
続
権
を
主
張
す
べ
き
か
否
か



て
主
張
す
べ
き
こ
と
当
然
で
あ
る
。

以
上
、
一
一
一
つ
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
続
回
復
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

－
４
｜
野
田
孝
明
著
身
分
法
学
一
八
一
’
一
八
二
頁

「
現
行
法
の
下
に
お
い
て
は
、
相
続
財
産
の
共
有
は
、
相
続
財
産
の
共
有
で
あ
る
と
同
時
に
、
相
続
財
産
を
構
成
す
る
個
々
の
財
産

の
共
有
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
前
者
の
意
味
に
お
け
る
共
有
は
、
各
共
同
相
続
人
は
、
割
合
と
し
て
持
分
を
有
す
る

に
止
ま
り
、
具
体
的
持
分
有
し
な
い
。
割
合
と
し
て
の
持
分
は
単
な
る
数
額
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
譲
渡
で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、

後
者
の
意
味
に
お
け
る
共
有
は
各
共
同
相
続
人
は
、
個
々
の
財
産
の
上
に
割
合
と
し
て
持
分
及
び
具
体
的
な
持
分
を
有
す
る
共
有
関

係
に
て
相
続
法
に
別
段
の
規
定
な
い
と
き
は
、
共
有
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。
」

豆
最
高
裁
判
例
昭
和
三
二
年
九
月
十
九
日
民
集
十
一
巻
九
号
一
五
七
頁

「
表
見
相
続
人
に
対
し
、
特
定
の
相
続
財
産
の
承
継
取
得
の
効
力
を
争
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
続
の
無
効
を
理
由
と
す
る
限
り
、

亘
中
川
善
之
助
博
士
相
続
法
四
一
頁

工
大
審
院
判
例
明
治
三
四
年
九
月
二
六
日
民
録
七
輯
八
号
四
五
頁

注
釈
民
法
則
泉
久
雄
九
七
頁

フ
｝
大
審
院
判
例
大
正
七
年
四
月
九
日
民
録
一
一
四
巻
六
五
三
頁

注
釈
民
法
剛
泉
久
雄
九
七
頁

注
釈
民
法
伽
泉
久
雄
九
七
頁

２７



ル
モ
ノ
ト
言
フ
ヲ
得
ズ
。
」

立
大
審
院
判
例
大
正
二
年
十
一
月
十
一
一
一
日
民
録
十
九
輯
九
五
二
頁

一
つ
の
回
復
請
求
権
の
行
使
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
真
正
の
相
続
人
が
家
督
相
続
の
手
続
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
な
す
は
格
別
、
第
三

者
は
そ
の
効
力
を
争
い
得
な
い
者
と
す
る
を
相
当
と
す
る
。
」

五
大
審
院
判
例
昭
和
十
年
四
月
二
七
日
民
集
十
四
巻
一
○
○
九
頁

「
暦
称
相
続
人
〈
所
論
ノ
如
ク
ー
代
限
リ
ノ
モ
ノ
ト
解
ス
ベ
キ
根
拠
ア
ル
コ
ト
ナ
キ
ガ
故
一
一
、
亡
Ａ
ノ
暦
称
相
続
人
ダ
ル
Ｂ
ノ
死
亡

一
一
因
り
Ｙ
ガ
其
ノ
家
ノ
家
督
相
続
ヲ
為
シ
タ
ル
旨
届
出
ヲ
為
シ
テ
戸
籍
簿
上
現
二
右
Ａ
家
ノ
戸
主
ダ
ル
本
件
ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
Ｙ
モ

亦
僧
称
相
続
人
ナ
リ
ト
言
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
Ｂ
ガ
Ａ
ノ
死
亡
一
一
因
り
其
ノ
家
督
相
続
人
ト
シ
テ
本
件
不
動
産
登
記
ノ
抹
消

二
付
テ
ハ
既
二
死
亡
シ
タ
ル
Ｂ
ガ
今
猶
ホ
其
ノ
登
記
義
務
者
ナ
リ
ト
言
フ
ヲ
得
ザ
ル
ャ
勿
論
ニ
シ
テ
、
Ｙ
〈
右
ノ
如
ク
僑
称
相
続
人

ダ
ル
戸
籍
上
Ｂ
ノ
家
督
相
続
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
一
一
、
右
登
記
抹
消
義
務
者
ト
シ
テ
ハ
Ｙ
以
外
一
一
其
ノ
人
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
、

Ｙ
〈
実
質
上
相
続
一
一
因
リ
テ
Ｂ
ノ
権
利
義
務
ヲ
承
継
シ
タ
ル
モ
ノ
ー
ー
非
ズ
ト
錐
、
右
登
記
ノ
抹
消
義
務
〈
波
チ
Ｙ
之
ヲ
負
担
ス
ル
モ
別

ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
。
サ
レ
．
〈
原
審
ガ
Ｙ
〈
Ｂ
ノ
登
記
義
務
ヲ
承
継
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
旨
説
ボ
シ
タ
ル
ハ
縦
令
正
鵠
ヲ
得
タ
ル

モ
ノ
ー
ー
非
ズ
ト
ス
ル
モ
Ｙ
一
一
其
ノ
抹
消
義
務
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
〈
結
局
正
当
ニ
シ
テ
原
判
決
破
穀
の
理
由
ト
ナ
ル
ベ
キ
違
法
ァ

「
民
法
第
九
六
六
条
ノ
規
定
一
一
依
レ
バ
家
督
相
続
回
復
請
求
権
〈
家
督
相
続
人
ノ
法
定
代
理
人
代
〈
リ
テ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
科
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
其
法
定
代
理
人
一
一
之
ヲ
行
う
権
限
ヲ
与
ヘ
タ
ル
所
似
ノ
モ
ノ
ハ
家
督
相
続
人
ガ
未
成
年
者
又
〈
其
他
ノ
無
能
力
者
ナ
ル

ト
キ
ハ
其
法
定
代
理
人
二
於
テ
之
ヲ
代
ハ
リ
家
督
相
続
権
ヲ
保
護
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
認
メ
タ
ル
ニ
因
ル
コ
ト
明
日
ナ
レ
。
〈
、
家
督
相
続

権
ノ
訴
二
於
テ
ハ
茜
一
一
其
請
求
ヲ
為
ス
行
ガ
雌
能
カ
ナ
ル
場
合
―
―
其
法
定
代
理
人
代
ハ
リ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、



相
続
回
復
請
求
権
は
、
前
述
し
左
一
一
つ
の
行
使
の
要
件
が
具
備
さ
れ
た
と
き
行
使
さ
れ
る
。
そ
の
行
使
方
法
に
つ
き
法
律
上
の
規
定
が
な

い
。
そ
の
結
果
、
一
般
に
前
述
し
た
行
使
の
一
一
一
要
件
が
具
術
さ
れ
ｈ
ば
、
裁
判
外
及
び
故
判
上
に
お
い
て
行
使
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

故
に
、
必
ず
し
も
相
続
回
復
の
訴
に
よ
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
特
殊
な
場
合
、
た
と
え
ば
一
円
精
の
訂
正
・
登
記
・
登
録
等
の
問
題
に
関
し

て
は
、
相
続
権
の
確
認
の
訴
が
前
提
と
な
る
の
で
必
ず
訴
え
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
相
続
回
復
の
課
と
は
、
裁
判
上
の
行
使
に
よ
る
場
合

を
い
う
。
裁
判
上
の
請
求
に
お
い
て
は
、
勿
論
時
効
の
中
断
の
効
果
は
生
ず
る
が
、
戯
判
外
の
請
求
に
お
い
て
も
、
果
た
し
て
そ
の
効
果
は

生
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
判
例
は
、
裁
判
上
の
請
求
に
お
い
て
も
相
続
回
復
満
求
権
の
時
効
の
中
断
の
効
果
は
生
ず
る
も

の
と
判
示
し
て
い
紅
。

其
請
求
ヲ
受
ク
ル
者
ガ
無
能
カ
ナ
ル
場
合
一
一
於
テ
モ
其
法
定
代
理
人
代
リ
テ
テ
応
訴
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
〕

亘
大
審
院
判
例
大
正
五
年
一
一
月
八
日
民
集
一
一
一
一
巻
二
六
七
頁
。
注
釈
民
法
伽
泉
久
雄
編
九
六
頁

⑨
静
岡
地
裁
浜
松
支
部
判
例
昭
和
一
一
一
六
年
六
月
一
一
一
○
日
下
級
審
民
事
判
例
十
二
巻
六
号
一
五
一
一
一
一
一
一
頁
。
注
釈
民
法
伽
泉
久
雄
編
六
頁

、
我
妻
栄
Ⅱ
立
石
芳
枝
「
親
族
・
机
続
法
」
一
一
一
六
九
～
一
一
一
七
○
頁

、
最
高
裁
判
例
昭
和
五
一
一
一
年
十
二
月
一
一
○
日
民
集
一
一
一
一
一
巻
九
号
一
六
七
四
口
。
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
九
○
号
一
八
九
頁
一
一
一
段
後
八
行
目
～

四
段
十
一
一
一
行
目
。
高
木
多
喜
男
編
同
旨
引
川
。

塑
野
田
孝
明
箸
「
身
分
法
学
」
一
一
一
三
頁
引
用

四
相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
方
法

２９



し
か
し
、
家
事
々
件
に
関
し
て
は
調
停
前
置
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
脈
捉
起
川
に
家
蛎
淋
判
法
堀
Ｉ
七
・
十
八
条
の
規
定
に
よ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
弩
察
し
う
る
に
相
続
回
復
事
件
は
、
身
分
権
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
解
決
を
は
か
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
訴
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
今
後
と
も
検
討
を
要
す
る
。
野
田
孝
明
博
士
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
煮
慰
す
れ
ば
、
立
法
論
と
し

（４）
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
手
続
に
事
件
の
集
中
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
上
相
続
回
復
請
求
権
は
、
裁
判
上
の
訴
に
よ
っ
て
請
求
す
る
場
合
が
多
く
、
通
常
は
確
認
及
び
創
股
の
脈
で
は
な
く

給
付
の
訴
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
訴
は
人
事
訴
訟
に
よ
る
べ
き
で
は
な
く
、
民
事
訴
訟
に
よ
る
こ
と
も
現
行
法
上
判
例
・
学
説
と
も
異
存
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
に
よ
る
訴
状
に
は
、
相
続
財
産
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
必
要
は
な
く
、
包
括
的
に
請
求
し
て
も
、
個
々
の

財
産
の
返
還
請
求
を
求
め
て
も
よ
い
。
大
審
院
連
合
部
判
例
大
正
八
年
一
一
一
月
二
八
日
の
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
も
な
お
維
維
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
強
制
執
行
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
目
的
物
が
特
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
特
定
さ
れ
な
い
物
に
つ
き

（
＆

既
判
力
が
生
ず
る
か
否
か
の
問
題
点
存
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
相
続
回
復
請
求
権
を
「
特
別
の
権
利
」
で
あ
る
と
齢
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
続
回
復
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
の
判
決
は
、
単
に
「
相
続
を
回
復
す
る
」
と
い
う
判
決
主
文
だ
け
で
各
繩
財
産
の
引
腱
、
戸
鰭
の
訂
柾
、

登
記
・
登
録
等
の
抹
消
請
求
を
な
し
う
る
か
ら
、
前
述
し
た
問
題
は
生
じ
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
必
ず
し
も
相
続
回
復

の
訴
と
い
う
訴
名
が
あ
る
こ
と
も
要
し
な
い
。
相
続
財
産
の
引
股
請
求
ま
た
は
登
記
抹
消
術
求
で
も
よ
い
。
い
わ
ゆ
る
相
続
回
後
嗣
求
確
は
、

自
己
の
相
続
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
に
そ
の
侵
害
を
排
除
し
て
、
相
続
椎
の
内
容
の
実
現
を
は
か
る
特
別
の
確
利
と
解
さ
れ
る
ゆ
え
ん

了
）

で
あ
る
。

エ
大
審
院
別
例
昭
和
七
年
九
月
一
一
一
一
日
新
聞
一
一
一
四
六
一
一
一
号
十
一
一
一
頁
。
注
釈
民
法
剛
泉
久
雄
編
一
○
一
一
頁
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相
続
回
複
請
求
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
真
正
相
続
人
が
相
続
開
始
の
時
に
遡
っ
て
杣
続
財
施
化
の
椛
利
を
収
得
し
て
、
そ
の

目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
「
原
則
と
し
て
」
と
は
、
訴
に
よ
ら
ね
ば
回
復
で
き
な
い
瓜
麟
化
の
制
服
、
奄
皿
・
議
録
等
の
抹
湘
綱
水
が
存
す
心

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
多
く
は
、
各
種
財
産
の
引
渡
請
求
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
て
い
よ
う
。

行
使
方
法
に
は
、
裁
判
外
及
び
裁
判
上
の
行
使
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
効
架
と
し
て
蚊
判
外
の
場
合
に
は
、
衣
兇
机
続
人
が
相

続
権
の
侵
害
の
事
実
を
認
め
、
真
正
相
続
人
の
相
続
権
の
内
容
の
実
現
に
協
力
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
机
統
州
始
の
時
に
遡
っ
て
相

続
財
産
上
の
権
利
を
取
得
し
う
る
。
相
続
回
復
の
訴
、
つ
ま
り
裁
判
上
の
行
使
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
原
告
勝
訴
が
確
定
し
た
場
合
ま
た
は

調
停
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
請
求
の
趣
旨
に
従
っ
て
相
続
財
産
の
返
還
、
戸
籍
の
訂
正
、
登
記
。
篭
録
等
の
抹
消
が
な
さ
れ
紅
。
こ

の
よ
う
に
、
真
正
相
続
人
が
相
続
回
復
の
訴
に
よ
っ
て
勝
訴
す
る
と
、
た
と
え
ば
訴
の
内
容
が
相
続
権
確
認
の
場
合
に
は
、
表
兇
相
続
人
の

相
続
人
と
し
て
の
地
位
は
否
認
さ
れ
、
真
正
相
続
人
は
相
続
開
始
の
時
か
ら
相
続
人
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
、
相
続
権
確
認
の
判

決
に
基
き
、
各
種
財
産
の
引
渡
を
請
求
し
た
り
、
戸
籍
の
訂
正
、
登
記
・
登
録
等
の
抹
消
を
な
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
各
橦
財
産
の

引
渡
を
請
求
し
て
勝
訴
し
た
場
合
、
表
見
相
続
人
の
占
有
す
る
相
続
財
産
が
相
続
開
始
の
時
と
同
様
な
状
態
と
な
り
、
真
正
相
続
人
は
相
続

五
相
続
回
復
請
求
権
の
行
使
の
効
果

亘
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
二
一
一
頁
参
照

豆
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
一
一
一
一
頁

－
４
｝
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
二
一
一
一
頁
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財
産
の
回
復
を
請
求
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
表
見
相
続
人
は
、
占
有
し
て
い
る
相
続
財
産
に
対
し
て
何
ら
権
利
を
有
し
な
い
結
果
そ
の
者
の

な
し
た
処
分
行
為
は
無
効
と
な
る
。
そ
の
結
果
真
正
相
続
人
は
、
相
続
回
復
の
勝
訴
判
決
に
基
き
、
登
記
・
登
録
等
の
抹
消
を
請
求
し
、
回

復
し
う
る
。
勿
論
、
そ
の
場
合
の
判
決
主
文
は
、
相
続
回
復
請
求
権
の
法
的
性
質
か
ら
「
相
続
を
回
復
す
る
」
と
の
み
判
示
す
る
。
さ
ら
に
、

戸
籍
訂
正
の
訴
に
勝
訴
し
た
場
合
、
真
正
相
続
人
は
、
「
相
続
を
回
復
す
る
」
判
決
主
文
に
基
き
戸
籍
の
訂
正
は
勿
論
の
こ
と
、
自
己
の
相

続
権
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に
各
種
財
産
の
引
渡
を
請
求
し
た
り
、
登
記
・
登
録
等
の
抹
消
を
も
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
行
使
の
効
果
は
、
前
述
の
如
く
相
続
回
復
請
求
権
を
特
別
の
権
利
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
し
う
る
。
勿
論
、

集
合
権
利
説
。
別
個
独
立
説
を
採
用
し
て
も
同
様
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
説
の
解
釈
基
準
は
、
相
続
財
産
の
返

還
に
伴
う
具
体
的
な
法
律
関
係
に
つ
き
占
有
訴
権
、
物
権
的
請
求
権
、
事
務
管
理
、
不
当
利
得
、
不
法
行
為
等
の
財
産
法
上
の
一
般
原
則
を

適
用
し
て
補
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
矼
・
こ
の
点
に
関
し
近
藤
英
吉
博
士
は
、
相
続
回
復
請
求
権
前
と
杣
続
回
復
後
と
を
区
別
し
、
説
明
し
て

い
る
。
つ
ま
り
相
続
回
復
後
は
真
正
相
続
人
は
相
続
に
よ
っ
て
承
継
し
た
個
々
的
権
利
に
雄
き
、
給
付
の
訴
を
提
起
し
う
る
。
し
か
し
表
兇

相
続
人
が
返
還
せ
ぬ
時
は
、
表
見
相
続
人
の
善
意
・
悪
意
を
区
別
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
し
う
る
と
す
。
さ
ら
に
代
位
物
返
還

丁
）

（５）
（６）

（７）

請
求
権
も
な
し
う
べ
き
で
あ
る
と
し
積
極
に
解
し
て
い
砲
・
永
田
菊
四
郎
博
士
、
川
島
武
官
博
士
、
中
川
鐘
ロ
之
助
博
士
、
於
保
不
二
雄
博
士

登
記
。
登
録
等
に
関
す
る
訴
の
場
合
、
勝
訴
判
決
に
基
い
て
相
続
権
の
内
容
の
実
現
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

特
に
第
三
者
（
共
同
相
続
人
か
ら
譲
渡
を
う
け
た
者
、
ま
た
は
表
兒
相
続
人
か
ら
溌
股
を
う
け
た
者
）
に
関
し
て
学
説
。
判
例
上
研
そ
わ
れ

も
同
様
に
積
極
に
解
し
て
い
る
。

て
い
る
点
で
あ
り
、
後
に
検
討
す
る
。

現
行
民
法
第
八
八
四
条
は
、
相
続
回
復
の
訴
を
認
容
し
た
宣
け
で
、
表
兇
相
続
人
が
机
統
仙
復
論
求
前
に
な
し
た
相
続
財
朧
の
処
分
、
そ

－３２－



の
他
の
形
式
に
つ
き
何
ら
具
体
的
な
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
前
述
し
た
財
薩
法
止
の
諸
規
定
を
週
川
し
て
解
決
す
る
よ
り
他

（８）

な
い
と
捉
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
で
は
財
産
関
係
の
安
定
を
十
分
に
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
Ⅲ
故
灯
ら
、
特
に
不
動

産
取
引
の
安
全
を
害
す
る
結
果
と
な
る
（
民
法
第
一
七
七
条
）
。
つ
ま
り
、
不
動
産
は
消
滅
時
効
に
か
公
る
こ
と
な
く
水
速
の
椎
利
で
あ
り
、

取
得
時
効
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
動
産
の
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
杣
続
財
産
の
内
容
が
不
動
産
ま
た
は
動
産

（９）

で
あ
る
か
に
よ
り
、
両
者
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
解
決
す
る
法
的
手
段
が
必
要
に
な
る
。
野
川
孝
明
博
士
、
中
川
埠
之

行
）

助
博
士
、
法
第
三
一
一
条
。
九
○
九
条
但
書
の
よ
う
に
特
別
な
措
置
を
溝
ず
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

次
に
第
三
者
と
の
関
係
に
つ
き
述
べ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
相
続
財
産
を
取
得
し
た
善
意
の
第
一
一
一
者
が
前
述
し
た
表
兇
相
続
人
及

び
共
同
相
続
人
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
に
つ
き
検
討
す
る
。

表
兇
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
は
、
無
権
利
者
で
あ
る
表
見
相
続
人
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
処

分
行
為
は
無
効
と
な
る
。
よ
っ
て
権
利
を
取
得
し
な
い
。
権
利
の
な
い
処
分
行
為
は
保
繼
す
る
に
他
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
判
例
も
同
様
に

（Ⅲ｝

解
し
て
い
る
。
允
臼
し
、
そ
の
目
的
物
が
動
産
・
有
価
証
券
で
あ
れ
ば
即
時
取
得
・
善
意
取
得
の
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
（
民
法
第
一

九
二
条
・
商
法
第
五
一
九
条
・
手
形
法
第
十
六
条
二
項
・
小
切
手
法
第
一
二
条
）
た
め
、
相
続
回
復
請
求
を
な
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
允

買
し
目
的
物
が
不
動
産
の
場
合
に
は
、
我
が
民
法
上
に
お
い
て
は
登
記
に
公
信
力
か
な
い
た
め
、
善
意
の
第
一
一
一
取
得
者
は
相
続
か
ら
生
ず
る

何
ら
の
権
利
を
も
取
得
し
て
な
い
の
で
、
真
正
相
続
人
か
ら
の
相
続
回
復
の
訴
を
拒
む
こ
と
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
、
判
例
及
び
一
部
の

学
説
の
主
張
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
多
数
の
学
説
は
、
判
例
を
採
用
す
る
と
取
引
の
安
全
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
第
一
一
一
者
に
対
す
る

返
還
請
求
も
相
続
回
復
の
訴
で
あ
り
、
短
期
消
滅
時
効
を
適
用
し
う
る
と
解
し
て
い
巫
・
こ
の
点
に
関
し
野
田
孝
明
博
士
は
、
民
法
第
九
○

九
条
但
書
分
割
の
遡
及
効
を
前
提
と
し
て
、
第
三
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
、
を
前
面
に
押
し
出
し
第
一
一
一
者
保
護
を
は
か

３３



不
動
産
に
つ
い
て
判
例
は
、
共
有
説
を
採
用
す
る
立
場
か
ら
、
共
同
相
続
人
の
登
記
を
要
せ
ず
、
無
権
利
の
部
分
に
関
し
て
の
み
対
抗
し

う
る
と
解
す
Ｑ
最
近
の
判
例
で
は
、
辻
〈
同
相
続
人
の
一
人
が
遺
産
を
構
成
す
る
特
定
の
不
動
産
に
つ
い
て
同
人
の
有
す
る
持
分
権
を
第
三
者

に
譲
渡
し
た
時
は
、
民
法
第
九
○
五
条
の
適
用
ま
た
は
類
推
適
用
で
き
な
い
と
解
繩
・
学
説
は
多
岐
で
あ
る
。

有
説
を
採
用
す
る
と
、
相
続
財
産
の
共
有
で
あ
る
と
同
時
に
相
続
財
産
を
構
成
す
る
財
席
の
共
有
で
あ
り
割
合
と
し
て
の
持
分
を
有
す
る
か

（
Ｌ

ら
、
そ
の
具
体
的
な
持
分
に
つ
い
て
は
譲
渡
し
う
る
と
解
す
る
。
そ
う
解
す
る
と
不
動
産
の
場
合
は
、
持
分
以
上
は
無
権
利
者
と
な
り
、
そ

（
Ｕ

の
者
か
ら
譲
り
受
け
た
者
に
対
抗
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
動
産
の
場
合
で
も
民
法
第
九
○
九
条
但
書
を
適
用
し
第
三
者
保
護
を
は
か

る
と
す
れ
ば
、
共
同
相
続
人
は
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
し
、
価
格
を
支
払
い
相
続
財
産
の
返
還
を
求
め
る
以
外
に
な
い
。

る
の
が
、
解
釈
論
及
び
性
質
論
か
ら
し
て
妥
当
だ
と
主
張
す
樋
。

そ
れ
で
は
動
産
・
有
価
証
券
の
場
合
、
真
正
相
続
人
は
果
た
し
て
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
請
求
を
な
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
多
数
の
学
説
は
、
表
見
相
続
人
の
処
分
行
為
は
無
効
で
あ
り
、
保
護
す
る
に
値
し
な
い
が
、
取
得
時
効
を
主
張
す
る
者
に
対
し
て
は
、
法
一

両
）

律
上
権
利
取
得
者
と
し
て
保
護
を
受
け
る
の
で
、
表
見
相
続
人
に
対
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
を
提
起
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

次
に
共
同
相
続
人
の
一
人
か
ら
相
続
財
産
を
譲
受
け
た
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
目
的
物
が
不
動
産
・
動
産
。
有
価
証
券
等

で
あ
る
場
合
、
第
三
者
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
受
け
る
か
で
あ
る
。
民
法
第
八
九
八
条
は
、
相
続
財
産
が
共
有
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
学
説
は
共
有
説
。
合
有
説
に
分
れ
て
い
る
。
共
有
・
合
有
両
説
は
、
共
同
相
続
人
の
行
為
は
効
力
を
有
し
な

（
追

い
と
解
す
る
。
い
ず
れ
も
民
法
第
九
○
五
条
及
び
九
○
六
条
。
九
○
九
条
を
説
明
で
き
な
い
。
そ
こ
で
野
田
孝
明
博
士
の
主
張
す
る
特
殊
共
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⑯
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
八
二
頁

⑨
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
二
四
頁

⑩
中
川
善
之
助
「
注
釈
民
法
上
」
一
一
一
九
’
四
一
頁
、
表
見
相
続
人
の
譲
渡
行
為
と
両
『
『
・
村
Ｉ
。
：
目
ご
ａ
”
【
：
［
の
適
用
」
参
照

ロ
大
審
院
判
例
明
治
一
一
一
四
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
民
録
七
輯
一
一
一
巻
六
九
頁

⑮
中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
一
一
一
○
頁

⑬
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
二
四
頁

Ｅ
前
掲
工
一
一
○
一
一
頁
二
段
目
引
用

⑫
中
川
善
之
助
「
相
続
法
」
一
一
一
九
頁
。
我
妻
栄
・
有
泉
亨
「
民
法
Ⅳ
」
一
一
一
四
四
頁

重
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
岡
垣
学
「
民
法
Ⅳ
」
相
続
回
復
請
求
権
一
一
○
○
頁
一
一
段
目
後
七
行
目
引
用

亘
近
藤
英
吉
「
相
続
法
論
（
上
）
」
四
六
○
’
四
八
一
一
頁

工
永
田
菊
四
郎
「
新
民
法
要
義
」
八
三
’
八
四
頁

亘
川
島
武
宜
「
民
法
Ⅳ
」
一
五
三
’
一
五
四
頁

⑤
中
川
善
之
助
「
註
解
相
続
法
」
一
一
八
’
一
一
一
○
頁

Ｚ
於
保
不
一
一
雄
「
注
釈
民
法
（
上
）
三
九
’
四
一
頁

Ⅱ
｝
前
掲
Ｔ
｝
・
亘
一
一
○
○
頁
一
一
段
目
参
照

工
野
田
孝
明
「
身
分
法
学
」
一
一
一
三
１
’
’
一
四
頁

「
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復
請
求
権
と
物
権
的
請
求
権
、
占
有
訴
権
、
相
続
回
復
請
求
権
と
遺
産
分
割
請
求
権
、
相
続
回
復
硝
求
権
と
時
効
、
相
続
回
復
請
求
権
と
受

道
者
、
表
見
相
続
人
の
遺
産
処
分
と
第
三
荷
取
得
者
、
共
同
相
続
人
の
遺
産
管
理
と
相
続
回
復
満
水
、
杣
続
回
復
訴
訟
の
問
題
点
等
に
つ
き

十
分
な
検
討
を
行
な
え
ず
残
念
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会
に
総
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

相
続
回
復
請
求
権
は
、
前
述
の
如
く
現
行
法
上
一
カ
条
（
第
八
八
四
条
）
し
か
規
定
さ
れ
て
な
く
、
命
て
川
諭
に
よ
っ
て
解
釈
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
性
質
論
に
つ
い
て
の
議
論
が
重
要
な
問
題
だ
と
蓄
え
る
。
相
続
回
復
術
求
樵
の
法
的
性
賀
を
明
文
化

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
続
回
復
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
如
く
堪
灯
法
Ⅲ
一
カ
条
し
か
規
定
さ

れ
て
な
い
。
そ
こ
で
現
行
法
と
、
相
続
回
復
に
関
す
る
問
題
点
を
解
決
す
る
に
は
、
判
例
・
学
説
ｔ
の
軌
い
の
巾
で
も
特
に
、
野
川
孝
Ⅲ
博
士

が
主
張
す
る
相
続
回
復
請
求
権
を
「
特
別
な
椛
利
」
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
問
題
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
民
法
第
八
八
四
条
は
相
続
回
復
請
求
権
で
は
な
く
、
机
続
の
皿
復
術
求
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の

規
定
で
は
諸
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
余
り
に
も
不
備
で
あ
る
。
そ
こ
で
杣
統
凹
復
術
求
椛
に
関
す
る
綴
規
定
の
吹
法
化
を
早
急
に
は
か
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
相
続
回
復
請
求
権
に
つ
い
て
判
例
・
学
説
を
中
心
に
簡
単
に
総
め
て
み
た
が
、
各
唄
に
お
い
て
関
連
す
る
問
題
点
、
特
に
相
続
回

辺
最
高
裁
判
例
昭
和
五
一
一
一
年
七
月
十
三
日
判
例
時
法
九
○
八
号
四
一
頁

立
抽
木
馨
「
相
続
法
」
九
三
’
九
七
頁

六
ま
と
め
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野
田
孝
明
箸
「
身
分
法
学
」
評
論
社

我
妻
栄
・
立
石
芳
枝
箸
「
親
族
法
・
相
続
法
」
日
本
評
論
社

我
妻
栄
編
著
「
相
続
法
」
（
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
Ⅷ
）
日
本
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刊
行
会
川
本
評
論
礼

中
川
善
之
助
教
授
還
暦
記
念
「
家
族
法
大
系
Ⅵ
杣
続
」
有
斐
閣

中
川
善
之
助
編
集
「
民
法
（
親
族
・
相
続
）
」
青
林
書
院
新
社

ｊ

中
川
善
之
助
責
任
編
集
「
註
解
相
続
法
上
」
有
斐
閣

く

中
川
善
之
助
著
「
相
続
法
」
法
律
学
全
集

我
妻
栄
・
有
泉
亨
著
「
民
法
Ⅳ
」
親
族
法
、
相
続
法
一
粒
社

我
妻
栄
編
「
民
法
基
本
判
例
集
」
｜
粒
社

永
田
菊
四
郎
・
萩
原
太
郎
共
著
「
民
法
の
論
点
」
親
族
法
・
相
続
法
法
学
凸
院

永
田
菊
四
郎
箸
「
新
民
法
要
義
」
第
五
巻
帝
国
判
例
法
規
出
版
社

川
島
武
宜
著
「
民
法
Ⅳ
」
有
斐
閣
全
書

川
島
武
宜
著
「
教
材
民
法
（
三
）
」
有
斐
閣
全
書

谷
口
知
平
・
於
保
不
二
雄
編
「
民
法
概
説
３
」
有
斐
閣
双
書

有
泉
亭
・
西
井
龍
生
著
「
民
法
Ⅳ
」
高
文
社

中
川
善
之
助
著
「
相
続
法
」
青
林
書
院

参
考
文
献
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中
川
善
之
助
著
「
民
法
大
要
」
勁
草
書
房

中
川
善
之
助
著
「
註
解
相
続
法
」
法
文
社

我
妻
栄
編
集
責
任
代
表
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
有
斐
閣

川
島
武
宜
「
家
族
制
度
全
集
・
相
続
回
復
」

中
川
善
之
助
「
表
見
相
続
人
の
譲
渡
行
為
と
両
日
・
局
：
コ
ョ
：
）
ぬ
｛
：
ご
ロ
、
の
適
用
」

鈴
木
禄
弥
著
「
相
続
法
講
義
」
有
斐
閣

抽
木
馨
・
谷
口
知
平
・
加
藤
一
郎
編
集
「
判
例
演
習
」
有
斐
閣

谷
田
貝
一
一
一
郎
「
相
続
法
上
の
性
質
」
民
商
一
一
五
巻

中
島
玉
吉
著
「
親
族
・
相
続
改
造
論
」
法
学
論
叢
十
四
巻
一
一
号

川
名
兼
四
郎
著
「
相
続
回
復
の
請
求
権
」
法
学
協
会
一
一
五
巻

中
川
善
之
助
・
島
津
一
郎
編
「
民
法
Ⅳ
」
別
冊
セ
ミ
ナ
ー
日
本
評
論
社

鈴
木
禄
弥
。
唄
孝
一
著
「
人
事
法
Ⅱ
」
有
斐
閣

判
例
タ
イ
ム
ズ
第
三
九
○
号
判
例
タ
イ
ム
ズ
社

末
弘
研
究
所
編
集
法
律
時
法
十
一
月
号
日
本
評
論
社
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